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平塚市図書館の情報誌 

 

 

 

令和２年（２０２０年）３月  第１０３号 

 

特集 これからの平塚市図書館 

前号「特集 令和になって改めて平塚市図書館を振り返る」では平塚市図書館

の過去について紹介しましたので、今回は未来に向かう話題を紹介します。 

◆図書館の将来像の作成に向けて◆ 

現在、平塚市図書館ではこれからの図書館のあり方について検討しています。

検討にあたり、市民や利用者の方々の図書館に対するニーズを把握する必要があ

ると考え、令和元年度に３つの調査を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 調査では、図書館利用者やボランティアとして活動している方だけでなく、図

書館を利用していない方の考えを調べることを重視しました。 

住民基本台帳から無作為で対象者を抽出した郵送調査

では、直近１年間の図書館利用について「利用していな

い」と回答した方が５２％であり、普段は図書館を利用

していない方の意見を集めることができました。来館者

の方を対象とした調査では、２日間のみの実施にも関わ

らず、たくさんの方にご回答いただきました。インタビ

ュー調査では、大学生、高齢者、子育て世代、学校図書ボランティア、そして勤

平塚市図書館 

（表１）令和元年度に実施した３つの調査 

調査時期 対象
回収数・
回答者数

郵送調査（アンケート）
令和元年８月３０日
から９月１３日

平塚市在住の１８歳以上の男女350名
（住民基本台帳から無作為抽出）

９３通

来館者調査（アンケート）
令和元年９月６日から

９月７日
中央、北、西、南図書館の来館者 ９２６通

インタビュー調査
令和元年７月３日から

８月２日
様々な層の市民 ７３名
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労者と様々な方からおはなしを聞くことができました。調査にご協力いただきあ

りがとうございました。 

各調査の集計結果は平塚市図書館ホームページおよび各図書館にてご覧いた

だけます。 

調査結果の一部（郵送調査の集計結果から抜粋） 

（質問）現在の事業に加え、今後の平塚市図書館が重視したほうがよいと思うものはどれですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各調査の結果を分析し、これからの平塚市図書館のあり方について検討してい

ます。今後、図書館協議会の委員および市民の皆様から意見をいただく機会を設

ける予定です。 

 

（図２）今後重視したほうがよいと思う施設等 

（図１）今後重視したほうがよいと思うスペース 

（※各選択肢に順位をつける質問です。集計にあたり得点化しています） 
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◆中央図書館の窓口業務が民間に委託されます◆ 

 

中央図書館では令和２年度から窓口業務の一部を民間事業者へ委託します。民

間活力の活用による市民サービスの向上や事務の効率化を図り、魅力ある図書館

運営を目指していきます。 

 

民間事業者に窓口を委託する事により、窓口接遇の

教育を専門に受けた人材の配置による接遇の向上や、

司書資格所持者や公立図書館勤務経験を持つ人材の確

保による、業務の質の確保などの効果が期待されます。 

 

 

〇窓口等業務を委託する部分 

１階こども室や２階貸出室のカウンター業務、資料

の配架や装備（※次頁をご覧ください）、イベントの

補助業務を中心に委託します。 

 

〇委託せず、引き続き市が行う部分 

・市の施策や教育振興基本計画に位置づけている事業 

3階参考室業務、図書資料の選書、ブックスタート

業務、ボランティア養成講座、学校支援事業、 市民の

図書館体験事業、職場体験、インターンシップ、実習

生受入れなど 

・図書館業務の根幹となるもの 

蔵書構成に関わること、ボランティアと協力しながら行う事業、ボランティア

の育成に関わることなど 

 

 時代は変わっても皆さんに愛され魅力ある図書館を目指していきます。 

 よろしくお願いします。 
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◆図書館の豆知識 資料の装備◆ 

みなさんにご利用いただいている図書館の資料は、事前に「装備」をしたうえ

で提供しています。 

装備の目的はおもに「図書館の所蔵物であることの表示」「資料の種類の分類

と配置場所の表示」「破損・汚損に耐えるように保護強化」をすることです。 

 

〇おもな装備作業 

貸出・返却に必要なバーコードラベルや、資料の分

類のための背ラベルを貼ります。また資料が汚れない

ようカバーをかけますが、図書館では専用の保護フィ

ルムを使用しています。綺麗に貼るには、少しテクニ

ックが必要です。しわにならないように、気泡が入ら

ないようになど、細心の注意をはらって作業します。 

 

〇それ、ちょっとまって！ 

「ほんの少し目を離したすきに、小さなお子さんが本を破いてしまった。」 

あわててセロハンテープで補修…お気持ちはありがたいのですが、ちょっとお待

ちください。セロハンテープを貼ると、紙が変色するなど、資料が劣化する原因

となってしまいます。 

 

「ついうっかり」本のページを破ったり、汚してしまったときは図書館の職員

にお伝えください。図書館で補修をいたしますので、ご自身で修理はせず、破れ

たものを全てご返却ください。 

なお、破損の状態がひどく修復不能なものや、明らかに故意と思われるものは、

弁償をお願いすることがあります。図書館の資料は市民皆様の財産です。大切に

取り扱っていただきますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

きぃぷ１０３号 編集・発行 平塚市中央図書館   発行日 令和２年３月３１日 

 

北図書館 
〒254-0013 

田村 3-12-5 
Tel 0463-53-1232 
Fax0463-53-1261 

 

西図書館 
〒254-0911 

 山下 760-3 
Tel 0463-36-3555 
Fax0463-36-7230 

 

南図書館 
〒254-0813 

 袖ヶ浜 20-1 
Tel 0463-21-3080 
Fax0463-21-5181 

 

中央図書館 
〒254-0041 

浅間町 12-41 
Tel 0463-31-0428 

Fax0463-31-9984 
 

図書館ホームページﾞ 平塚市図書館 検 索 


